







































































































































































































項目 語形Ａ Ｂ Ａ
oOami類 ｋａｍａｋｉｒｉ類 oDami類
kaeruJko類 otamad5akuJJi類 kaerulko類
赤とんぼ jo:ｒａｉｔｏｍｂｏ類 akatombo類 Ｊｏ:ｒａｉｔｏｍｂｏ類
やんま jamatombo類 jamba類 jamatombo類
旋毛（つむじ） tsuJd5i類 ｇｉｒｉｇｉｒｉ類 tsuld5i類
氷柱（つらら） ●ｎａｎｒＪ o：類 nanzo類 句ｎａｎｒＪ o：類
糧（うるち） tadaUome類 uurmOome類 ｔａｄａＯｏｍｅ類
籾殻（も八がら） nulka sｕＪｒｉｎｕＪｋａ nｍｋａ













ｉ ｉたこ） ｉｋａｎｏｂｏｒｉ類 ｔａｋｏ










か） konLuka ｌ konuJka
と ＞フ もろこし nambankibi nambankibi
とうがらし n Ｎ :Ｄａｒａｊ
囲炉裏の座名
－主人の座一 jokoza類 otokoza類 ］ okoza類
ご ：ｒｕＪ ｋ Ｏｏｒｌｕ ：ｒｕ














子（めんと） ＰａＮ類 ｍｅＯｋｏ類 ＰａＮ類
ikanobo i t Ｏ ikanobori




呼称 a7D71a 類 a柳ａＮ類 ａ”ａ











項目 語形Ａ ￣ Ｂ Ａ
蝸牛(かたつむり） ｋａｉｔｓ【ubuJri類 （ dendenmLuJikａｔａｔｓｕｌｍｕＪｒｉ kaitsIubIuri類
正座する Ｉｕ ｕＪ O ＪｉＮ ｓｕｕｒ Ｊ i
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類（ｍｊｏ:Ｊｉ・ｍｊｏ:ｓａｏｍｉｊｏｊｉ）の連続的分布。
(8)「お前のかわりに行っても旦些」
＜ｊｏｉ＞
小浜中心部を含み若狭地方東部はｉ：が分布。
（９）「あの人の体はエー室_Ｌ」
＜ｏ：ｋｉ：＞
小浜中心部を含八若狭地方東部はｉｋａｉ類（ｉｋａｉ・ｉｋｋａｉ・ｉｋａＥ）が分
布。
ここでは(2)「腺（くるぶし）」（図１４）の概観をしておく。
ＬＡＪ１２８図によれば，Ｉｕｍｅｂｏｊｉは近畿を中心に連続的にまとまった分
布を示し，近畿地方における最新勢力であることがわかる。そこでは若狭地
方西部に接する京都北部でもuJmebojiの分布が確かめられ，図１４は，京
都北部のIumeboliが２つの伝播経路により若狭地方に侵入伝播したことをはっきり示している。そして今や，新興勢力ｕｌｍｅｂｏＪｉは小浜中心部をも
占拠している。なお，kuIrulbuIji類とkobuＩ類の新古については，やや問題は残るが，
小浜中心部に分布の多いｋｏｂｕＩ類を新しいと考えるべきだろう。
3.2.3東部侵入伝播型
前節で述べた「西部侵入伝播型」に対し，若狭地方東部で周辺から語が連
続的に侵入伝播しているものをこの様に名付ける。図３のｂおよびｄのパタ
ーンがここに含まれる。
歴史的に若狭地方と京都を結ぶ最重要路であったという若狭街道の存在を
重く見て，図３のｂ，つまり滋賀県高島郡今津町側から上中町への侵入伝播一
小論では「上中型」とする－が多いことをはじめは予想したが，結果的には，
後述するように，わずかに「恐ろしい」の地図（先掲図１３）にその可能性
を見るだけである。
一方，図３のｄに相当する伝播パターンはまだ幾分多く見られ，これを
「美浜・三方型」と名付ける。
美浜・三方型この伝播パターンは，若狭地方の東に接する越前の敦賀市の分布勢力が，美浜町あるいは三カ町にまで侵入伝播しているものを言う。敦賀市の分布が
美浜町そしてさらには三ヵ町にまで影響を及ぼしていることの背景には，
「西部侵入伝播型」で触れた図９「買物圏」にあるようなこの地方の社会・
文化圏が要因としてあると考えられる。そして，この伝播パターソがそうした外
⑰
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的要因の反映であるが故に，敦賀市から侵入伝播した埋言が三ヵ町を越え上
中町以西にまで及んでいる例は今のところ確認できない。ましてや，「西部
侵入伝播型」のいくつかの地図で見られたように，小浜中心部にまで及ぶこ
とはまず考えられない。
では，この伝播パターンを示す項目を２枚の地図とともに挙げる。このう
ち(1)～(3)は，敦賀市からの侵入伝播が美浜町の範囲にとどまっているもの，
(4)以下はそれが三カ町にまで及んでいるものである。これまでと同じくく＞
内が侵入伝播したと解釈する偲言形である。
（１）「旋毛（つむじ）」
＜ｉｄ５ｉ＞
サクＩ美浜町佐田（６５０３．２９３５）１地点の八であるが,敦賀市Iこまとまって
分布しているｉｄ５ｉ(注'0)が丹後街道沿いに侵入伝播している。
（２）「あぐら（胡座）かく」
＜ｄ５ｏｒｏｋｏｋａｋｌｕ＞
（３）「分家」
＜ａｄ５ｉｔｊｉ＞
（４）「雪かき具」
＜ｇｏｉｄｚｕＩｋｉ類（goidzuIki・goisuJki・ｇｏｉｄ５ｉｋｉ）＞
（５）「桑の実」
＜ｔｓｕｌｍａｍｅ類（ｔｓｍｍａｍｅ･ｔｓｍｍａｍｉ・ｔｊｉｍａｍｅ）＞
図１６を参照。柳田国男（１９５０３）によれば，「桑の実」の偲言で
ｔｓｕｌｍａｍｅ類と同系と思われる語頭がｔｓＩｎ－のものは，敦賀市に続
く福井県嶺北地方・石川県・滋賀県湖東・岐阜県そして長野県の一部にのみ分布するらしい。近畿以西では，広戸惇（１９６５９）Ｆｉｇ．７８「桑
の実」も含めて分布は確認できない。
（６）「蜷（にな）」
＜ｄ５ｉｎｅ類（ｄ５ｉｎｅ・ｄ５ｉｍｉ）＞
（７）「田螺（たにし）」
＜ｔｓｍｂｕＩ類（ｔｓｍｂｕｌ・tsulmul）＞
ｔｓｍｂｕｌの分布域の西はｔａｎｉＪｉ類（ｔａｎｉＪｉ･tanoji・tanulji・
tanoiji）が分布する。東條操編『全国方言辞典』によれば，、田蝿
の意の「つぶ」は，福井県敦賀のほか青森・岩手・宮城・秋田．山形．
福島．群馬・千葉・長野・新潟・石川・滋賀（栗太郡）・三重（鈴鹿郡）
兵庫に分布するらしい。『物類称呼』には「田螺たにし。畿内及西国東
武其外国々にて・たにしと云。（中略）。北国及房総又駿河相模伊勢路
にて。田づほといふ。叉「つぶ」と斗も云」とある。
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(8)「（脱穀の際出る）藁かす」
＜ｊａｔａ類（ｊａｔａ・ｊａｔａｋａｓｌｕｏｊａｔａｓｕｌｂｅ）＞
図１７を参照。ｊａｔａの分布は敦賀市から福井県嶺北地方へと連続する
ものである。
上中型
既述のとおり，東部侵入伝播型のうちで滋賀県高島郡今津町側から上中町
に，連続的に語が侵入伝播したとみられるものがこれである。しかし，今回
の調査項目中この伝播パターンにあたると考えられる分布事象は殆ど見い出
すことができなかった。強いて挙げるとするならば，先に「西部侵入伝播型」
のところで触れた「恐ろしい」の地図（図１３）に孔えるｏｚｏｉの分布が，この「上中型｣によるものという解釈をしそ注'１）､る｡もっとも，その分布状態か
ら推して，ｏｚｏｉの分布全てが，「上中型」という１つの伝播パターンで説
明されるかというと難しい問題である。つまり，ｏｚｏｉの現在の分布は，今津町側から上中町への侵入伝播の流れ－「上中型」－と，それとは別に，小
浜中心部が滋賀湖西の影響で取り入れたものを周囲に拡げる流れ－「小浜を
中心とした波状伝播型」－の２つが合わさってできたものとも考えられるか
らである。ただ，たとえ後者の立場をとったとしてもｏｚｏｉを「上中型」の
(21）
一例として示すことに不都合はないだろう。
一般に，ある地域とある地域の交流の歴史において最も重要な役割を果た
した陸上交通路が明らかになっている時，我々は，語の伝播においてもやは
りそれが大きな力を持ち，ややもすると，それが語を乗せて移動させるベル
トコンベアーであるかのように思いがちである｡しかし，「上中型」があま
り存在しないという事実は，若狭と京を結ぶ最重要路であったといわれる若
狭街道も，新語を小浜中心部に飛火させることには少なからず関与したであ
ろうが，ベルトコンベアー的役割は殆どなさなかったということを明らかに
している。
語の伝播に関する限り，若狭地方の人々の中央(京都)志向は,この地方の政
治・文化の中心地小浜を媒介として成り立っていたのであって，一部「西部
侵入伝播型」に見られるものも，近江の言葉より丹波・丹後の言葉に，より
京都的なものを求めた若狭地方の人々の意識の現われではなかったのか。
「上中型」と関連してそんなことを思うのである。
４．おわりに
以上，言語地図を資料として福井県若狭地方における言語分布相を，主に
語の伝播経路という観点からながめてきた。伝播経路そのものは調査前の予
想とあまり異ならなかったが，伝播パターンの大きな３つの型，すなわち
「小浜を中心とした波状伝播型」「西部侵入伝播型」「東部侵入伝播型」の
現われは，かなり予想とは違うものであった。若狭地方のように，かつての
中央語地域京都をすぐ南に控えた地域でも，語の伝播の中心はやはりこの地
域の中心地小浜であることが確かめられたことは大変興味深い。小論の内容
は，より多くの言語地図資料から帰納されたものとして，若狭地方への語の
一般的伝播傾向をほぼ明らかにし得たと考えている。
なお小論では，語の伝播パターンに特に焦点をあてたがために触れること
のなかった言語地図資料も多い。また紙数の関係から，個との言語地図に対
する解釈も十分とは言えないものがある。取り上げることのできなかった言
語地図も含めての詳しい解釈等は別の機会に譲ることとする。
(注１）ＷＡグロータース（１９７０）「鳥鰍的広域言語地図と微細言語地図」
（平山輝男博士還暦記念会『方言研究の問題点」所収）参照。
（注２）最近盛んになりつつあるグロットグラム調査は特にこの種の研究
には有効であると思われる。
（注３）１９７８年の調査にあたっては，１９７６年調査の項目を幾分減
らし，逆に新しく加えた項目がある。したがって言語地図には，項目によ
剛
り１８２地点の資料の載るものと１１１地点のものがある。異なり地点数
１８２のうち９地点は調査協力者である三好真理氏（当時福井大学学生），
他は全て筆者の臨地調査による。
（注４）若狭地方海岸部の地点どうしによる小規模な海上伝播はわずかな
がら確認できる。
（注５）周圏的分布を示すものが必ずしもここに含まれるとは言えない。
解釈により方言周圏論の適用できないものも少なからず見られる。その一
部は既に『都立大学方言学会会報第８７号』で報告してある。
（注６）①「これは鳥型，②「ここは静かだ」，③「あの人は明日ここ
に来る重ろう」，④「たぶん行くころう」，⑤「たぶん行かないだろう」，
⑥「あの人は役場に行くのだろう」の６つである。このうち⑥において
「ジャ」の現われが最も顕著であった。
（注７）『全国方言辞典』（Ｐ、５６７）には「ててとし蟠蝉。こおろぎ。
福井県敦賀Ｊの記述がある。ｔｏｔＪｉＯｅｒａについては，同書（Ｒ５９０）
に「とちげら蟠蝉。こおろぎ。福井県大飯郡・京都府何鹿郡。とちけら
兵庫県養父郡｡」とある。
（注８）図１１には筆者の調査地域の東に接する敦賀市の資料が加えてあ
る。敦賀市の資料は，大崎恭子・西田美知子・松浦教子三氏の調査（昭和
４７年度福井大学卒業論文）によるものである。これ以外の言語地図で敦
賀市の資料が載るものも同様である。
キノ〆（注９）敦賀市と南条郡の境Iこある木之芽峠から北を一般Iこ嶺北地方，敦
賀市から若狭地方全域を嶺南地方と呼んでいる。
(注１０）（注８）で述べた大崎・西田・松浦三氏の調査資料による。
(注１１）ＬＡＪ４２図その他の資料によれば，滋賀県に「恐しし､」の意の
「おぞい」が分布しており，その勢力が若狭にも及んだものと解される。
「恐ろしい」の意の「おぞい」は，ここ数年来福井大学教育学部国語研究
室が行なっている越前地方の言語地理学的調査結果でも，北の敦賀市や南
条郡に連続的に侵入伝播していることが確かめられる。ただ「おぞい」に
ついては，その意味の違いを考えなければ語そのものの分布は全国に及ん
でおり，語そのものの分布と，いろいろに変化した意味の分布の両面から
考察する必要がありそうである。
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小論は，１９７９年１月に提出した修士論文の一部と，１９７８年５月
２６日の日本方言研究会第２６回研究発表会における発表原稿をもとに書き
改めたものである。口頭発表の席上，多くの御教示をたまわった御出席各位
に御礼申し上げます。なお初稿の後，編集委員の方念から助言を得，再稿の
後は馬瀬良雄先生に通読していただき有益な御教示をいただいた。また，話
者として御協力下さった多くの方々に，あらためて深く感謝いたします。
（１９７９．１１．６初稿）
（１９７９．１２．２４再稿）
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